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議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
山
古

志
住
民
会
議
」
の
取
り
組
み
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
10
月
に
発
生
し
た
中

越
地
震
に
よ
り
、
全
村
避
難
に
な

る
ほ
ど
の
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
山
古
志
地
域
で
す
が
、
震
災
発

生
当
時
、
約
２
２
０
０
人
い
た
住

民
は
、
現
在
８
０
０
人
を
切
り
、

住
民
の
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
村
民
が
千
人

　

住
民
会
議
で
は
、
地
域
を
存
続

さ
せ
る
た
め
、「
錦
鯉
Ｎ
Ｆ
Ｔ
」

（
※
）
を
発
行
し
、
購
入
者
を
「
デ

ジ
タ
ル
村
民
」
と
し
て
迎
え
入
れ
、

山
古
志
地
域
存
続
の
協
力
者
に
な

っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

現
在
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
は
実

際
の
人
口
を
上
回
る
千
人
を
超
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
作
ら
れ
た

仮
想
の
山
古
志
村
で
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、毎

年
約
２
０
０
人
の
「
デ
ジ
タ
ル
村

民
」
が
実
際
に
山
古
志
地
域
に
帰

省
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
定
住
人
口
に
と
ら
わ

れ
ず
世
界
に
目
を
向
け
、
山
古
志

地
域
に
共
感
す
る
仲
間
の
証
し
と

し
て
発
行
し
た
「
錦
鯉
Ｎ
Ｆ
Ｔ
」

を
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
関

係
人
口
を
創
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

販
売
益
は
、
リ
ア
ル
村
民
と
デ

ジ
タ
ル
村
民
が
集
う
拠
点
整
備
な

ど
、
地
域
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

独
自
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
姿
勢
に
は
多
く
の
学
び

を
得
ま
し
た
。

関
と
の
事
前
協
議
を
行
い
、

６
年
度
以
降
に
予
備
設
計
か

ら
最
終
工
事
ま
で
を
行
う
計

画
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
関
係
者
に
説
明
を
行
い
、

ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
昭
和
42
年

の
羽
越
水
害
の
際
も
こ
の
場

所
で
同
じ
よ
う
な
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
問
題
解
決
の
た
め
に
抜

本
的
な
本
復
旧
を
望
む
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
で
災
害

が
発
生
し
た
川
部
集
落
を
流

れ
る
普
通
河
川
赤
坂
川
な
ど

の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

災
害
の
状
況
は

　

市
管
理
の
赤
坂
川
に
は
、

ほ
ぼ
90
度
の
曲
が
り
に
な
っ

て
い
る
部
分
が
あ
り
、
上
流

部
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
と
流

木
が
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
堆
積

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

量
の
土
砂
等
が
農
地
に
流
入

し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

災
害
発
生
直
後
の
対
応

　

下
流
部
の
流
路
を
早
急
に

確
保
す
る
た
め
、
災
害
査
定

前
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事

前
着
工
と
い
う
形
で
土
砂
な

ど
の
撤
去
を
行
い
、
そ
の
後
、

元
の
位
置
に
水
の
流
れ
を
戻

す
た
め
、
護
岸
の
応
急
復
旧

や
土
砂
撤
去
に
よ
り
流
路
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
は

　

４
年
度
は
応
急
復
旧
ま
で

で
し
た
が
、
５
年
度
は
計
画

策
定
と
し
て
河
道
の
解
析
、

計
画
河
道
の
検
証
と
関
係
機

山
古
志
存
続
へ
関
係
人
口
創
出

総
務
文
教
・
市
民
厚
生
常
任
委
員
会（
合
同
）

地域を見る、聞く
議会の活動レポート

赤坂川の復旧状況を調査

視察と併せて「震災メモリアル施設」を見学

復旧状況を視察（川部地内）

4
26

経済建設常任委員会5
29

※錦鯉ＮＦＴとは？
錦鯉をシンボルにしたデジタルアートのこと。複製も改ざんも不可能なデジタルデータのため、電子住民票の意味合いを持たせている。 2
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議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

本
市
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
施

策
へ
の
考
察
を
深
め
る
た
め
、
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
規
模
発
電
設
備
の
優
位
性

　

研
修
会
で
は
、
現
在
市
内
２
カ

所
に
お
い
て
小
規
模
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
を
稼
働
す
る
「
株
式

会
社
Ａ
Ｔ
Ｇ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
」
の
方
か
ら
、
事
業
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
自
社
開
発
に
よ
る

発
電
設
備
に
よ
る
コ
ス
ト
の
抑
制
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
内
部
化
な
ど
か

ら
小
規
模
で
も
十
分
事
業
化
が
可

能
で
あ
る
こ
と
や
、
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
発
電
設
備
の
た
め
、
設

置
場
所
や
電
力
接
続
の
面
で
優
位

性
が
あ
り
、
一
地
域
に
多
く
の
発

電
所
設
置
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
事
業
の
利
点
を
伺
い
ま
し
た
。

木
質
燃
料
調
達
が
大
き
な
課
題

　

同
社
で
は
収
益
性
の
面
か
ら
、

市
内
で
20
基
の
発
電
所
の
設
置
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、１

基
当
た
り
年
間
４
０
０
ト
ン
の
木

質
燃
料
が
必
要
で
す
が
、
市
内
産

の
木
質
燃
料
の
多
く
は
、
既
に
市

外
の
大
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

に
長
期
契
約
に
よ
り
納
入
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
調
達
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
本
市
で
２
基
目
と
な
る

「
神
林
２
号
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」

が
神
林
支
所
の
一
画
で
稼
働
し
て

お
り
、
通
常
は
こ
こ
で
発
電
し
た

電
気
を
東
北
電
力
に
売
電
し
て
い

ま
す
が
、
本
市
と
の
協
定
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
に
神
林
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
が
開
設
さ

れ
た
際
に
、
電
気
を
供
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
に
よ
り
、
同
社
の

今
後
の
事
業
拡
大
は
、
本
市
の
脱

炭
素
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み
に

大
い
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
ま

し
た
。

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
調
査
特
別
委
員
会

5
9

　第２回定例会の最終日に、尾形修平議員（高志
会）より、現在の条例で22人となっている議員定数
を２人削減し、20人とする議案が提出され、審議が
行われました。
　提案理由では、２人の議員辞職により、現在20人
で支障なく議会運営がなされていると判断している
こと、また、今年６月執行の補欠選挙において立候
補者がなかったことなどを踏まえ、定数削減すべき
との説明がありました。
　その後の質疑では、現在設置されている議会改革
調査特別委員会における議員定数に関する協議の経

過との整合性、発議に当たっての議員間の議論が不
十分であること、来年４月の改選のこの時期におけ
る若手や女性の立候補に及ぼす影響などについて、
６人の議員より質疑がありました。討論では、３人
の議員より議案への反対討論があり、採決の結果、
賛成８、反対11の賛成少数により、議員発議第３号
は否決されました。

議員定数削減案を否決
議員発議第３号　村上市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定

議員定数の推移
平成20年４月～ 平成24年４月～ 令和２年４月～

定数 30人 26人 22人
人口※ 70,019人 66,613人 58,827人
 ※各年４月１日現在の人口 提案者への質疑の様子

3
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一　

般　

質　

問

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質問・
政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。７月定例会では、
12人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問と答弁の一部を
ご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が作成しています。

令和新風会　髙田　晃
１．民生委員・児童委員の活動
２．発達に特性を持つ子どもたちへの
支援体制

1

　菅井晋一
１．ＪＲ米坂線の全線復旧
２．公共交通対策
３．人口減少対策と移住・定住の促進

4

鷲ヶ巣会　河村幸雄
１．林業の成長産業化
２．中小企業等への支援
３．村上駅前開発による観光振興の	
創出

2

　上村正朗
１．市長選挙結果を踏まえた市政運営
２．村上駅周辺大規模跡地の利活用策
３．旧香藝の郷の利活用策
４．介護保険制度
５．生成ＡＩの活用

5

市声クラブ　木村貞雄
１．農業問題
２．エネルギーと脱炭素

3

市声クラブ　山田　勉
１．老人福祉センターあかまつ荘
２．旧香藝の郷
３．村上市スケートパーク

6

　富樫雅男
１．地域公共交通の利便性改善
２．学校給食

7

　稲葉久美子
１．市職員の採用と育成
２．耐震診断・耐震改修の支援拡充

9

新政村上　長谷川孝
１．高橋市政３期目に向けた未来創造
事業への思い

２．新潟版デジタルポリスの導入

8

高志会　鈴木一之
１．障がい児と共に学ぶインクルーシ
ブ教育

２．保育園留学での関係人口拡大と移
住対策

10

令和新風会　川村敏晴
１．空き家対策
２．昨年８月に発生した豪雨災害を踏
まえた取り組み

11

鷲ヶ巣会　鈴木いせ子
１．朝日地域ほ場整備事業
２．村上駅周辺まちづくり

12

７月定例会

一
質
般
問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

4
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一
　
般
　
質
　
問

村上駅前開発 にぎわい創出へ

髙田　晃

地域で活躍する民生委員

民生委員・児童委員の活動

河村幸雄

観
光
振
興
で
稼
ぐ
力
を

	

村
上
駅
周
辺
の
大
規
模
跡
地
は
、
官

公
庁
の
機
能
、
保
育
園
統
合
を
見
据
え
た

子
育
て
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
、
交
流
の
中
心
と
な
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
魅
力
を
際
立

た
せ
、
観
光
振
興
で
稼
ぐ
力
を
強
く
創
出

す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
地
域
の
誇
り
と

愛
着
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
複
合
施
設
の

中
で
文
化
・
伝
統
を
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
村
上
祭

の
屋
台
行
事
や
村
上
市
の
誇
る
文
化
・
伝

統
を
さ
ら
に
発
信
す
る
た
め
、
大
ス
ク
リ

ー
ン
で
躍
動
感
の
あ
る
屋
台
行
事
な
ど
を

上
映
し
、
祭
り
と
周
辺
地
域
の
魅
力
を
伝

問

え
、
芸
術
に
触
れ
た
り
、
お
土
産
の
購
入

や
食
事
も
で
き
る
施
設
構
想
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。
市
民
が
再
度
村
上
を
見
直
し

地
域
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
大

切
だ
と
思
う
。
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
た

め
に
は
、
若
い
人
の
柔
軟
な
発
想
を
生
か

し
、
実
際
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
と
い

う
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
未
来

を
思
う
人
材
を
育
て
る
機
会
と
な
る
。
そ

れ
が
こ
の
開
発
で
あ
る
と
思
う
が
。

	

村
上
駅
周
辺
大
規
模
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
を
基
本
と
し
、
官
々
連
携
と
官
民

連
携
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
が
図
ら
れ
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。
本
市
が
誇
る

文
化
・
伝
統
を
発
信
す
る
と
い
う
視
点
は

大
変
貴
重
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、

訪
れ
た
皆
さ
ま
に
本
市
の
伝
統
や
文
化
を

発
信
す
る
機
能
を
併
せ
持
っ
た
魅
力
あ
る

空
間
と
な
る
よ
う
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

答

	

地
域
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と

も
い
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
２
月
１
日
の
市
報
む
ら
か

み
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
１
７

８
区
域
の
う
ち
22
地
区
（
約
50

町
内
・
集
落
）
が
未
定
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

	

町
内
役
員
の
皆
さ
ん
と
の

話
の
中
で
現
状
を
聞
い
て
い
る
。

１
０
０
％
配
置
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
と
捉

え
て
い
る
。
地
域
で
い
ろ
い
ろ

な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
な
が

ら
、
行
政
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
や
集
落
支
援
員
等
と
の
連
携

な
ど
も
一
つ
の
手
法
と
考
え
る
。

	

民
生
委
員
の
活
動
を
補
助

す
る
「
協
力
員
制
度
」
が
あ
り
、

新
潟
市
な
ど
で
活
用
し
て
い
る

が
、
本
市
で
の
取
り
組
み
は
。

	

現
在
、
福
祉
課
や
社
会
福

祉
協
議
会
で
研
究
し
て
い
る
。

問答問答

今
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
を
含
め
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

	

複
数
の
町
内
・
集
落
を
担
当
し
て
い

る
民
生
委
員
が
多
い
。
居
住
地
で
な
い
地

区
に
協
力
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
有
効
な

手
だ
て
と
考
え
る
が
。

	

管
轄
件
数
や
エ
リ
ア
が
広
い
と
こ
ろ

で
は
、
協
力
員
制
度
が
有
効
で
あ
る
と
同

時
に
、
民
生
委
員
の
養
成
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
今
後
も
協
議
し
て
い
く
。

	

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
民
生
委
員
を
し

て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
現
在
、
平
日

開
催
と
な
っ
て
い
る
研
修
会
の
方
法
を
改

善
し
て
は
ど
う
か
。

	
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
活
用
し
た
方
法
を
考

え
て
い
る
。

問答問答
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一
　
般
　
質
　
問

高齢者の公共交通を担う「のりあいタクシー」

今後の地域創生に期待される小型バイオマス発電事業（神林支所）

菅井晋一

のりあいタクシーがカギ

木村貞雄

目
標
は
脱
炭
素
よ
り
地
方
創
生

	

山
北
地
域
公
共
交
通
再
編

は
、「
地
域
で
作
る
地
域
の
足
」

を
テ
ー
マ
に
、
山
北
地
域
交
通

運
営
協
議
会
を
設
立
し
、
地
域

の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
再

編
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
他
地
域
で
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

村
上
、
神
林
、
朝
日
地
域

で
は
、
既
存
の
路
線
バ
ス
と
の

り
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、

よ
り
地
域
に
適
し
た
効
率
的
な

運
行
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。
荒
川
地
域
は
、
市

内
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
全
体
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
く

中
で
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り

利
便
性
の
高
い
、
ま
ち
な
か
循

環
バ
ス
の
運
行
に
努
め
て
い
く
。

	

山
北
地
域
の
路
線
バ
ス
の

利
用
状
況
は
、
地
域
内
路
線
が

４
路
線
で
１
便
平
均
０
・
５
人
、

問答問

広
域
路
線
が
２
路
線
で
平
均
１
・
２
人
、

高
齢
者
が
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
の
は
、

い
か
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
表
れ
て
い
る
。

長
年
自
家
用
車
で
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
過

ご
し
て
き
た
の
で
、
バ
ス
を
利
用
す
る
の

は
難
し
く
、
困
っ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と

か
ら
、
路
線
バ
ス
の
時
代
で
は
な
い
と
考

え
る
。
今
後
の
公
共
交
通
は
路
線
バ
ス
で

は
な
く
、
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
中
心
と

し
た
公
共
交
通
の
仕
組
み
を
、
早
急
に
構

築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

遠
い
地
域
で
は
料
金
が
最
大
で
１
２
０
０

円
と
高
額
で
あ
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
は
利
用
し
や
す
い
料
金
設

定
や
通
院
対
応
を
メ
イ
ン
と
し
て
き
た
乗

降
場
所
を
、
市
街
地
の
商
業
施
設
に
増
や

せ
な
い
か
と
い
う
観
点
で
検
討
し
て
い
く
。

答

	
神
林
支
所
の
敷
地
内
で
は
、
小
型
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
を
民
間
事
業
者
が
行
っ
て

お
り
、
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
に
民
間
活
力
の
導
入
に

よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す

る
こ
と
で
地
方
創
生
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
。

	

民
間
事
業
者
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
資
す
る
雇

用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
４

問答

年
３
月
に
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
等
と

連
携
協
定
を
締
結
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
産
学
官
連
携
に
よ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

	
市
長
は
脱
炭
素
を
目
標
に
し
て
い
る

と
思
う
が
、
私
は
地
域
創
生
が
目
標
だ
と

思
う
。
以
前
、
東
京
理
科
大
学
の
先
生
か

ら
、
北
海
道
で
成
功
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
の

熱
を
利
用
し
た
ト
マ
ト
栽
培
の
事
例
を
伺

っ
た
。
先
生
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
は
あ
く
ま

で
も
手
段
で
あ
っ
て
、
目
標
は
地
域
創
生

で
あ
る
と
、
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
で

あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、
山
古
志
村

民
会
議
の
取
り
組
み
も
脱
炭
素
で
は
な
い

が
、
目
標
は
地
域
創
生
で
あ
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
市
長
の
考
え
は
。

	

脱
炭
素
だ
け
、
地
域
創
生
だ
け
で
は

な
く
、
ト
ー
タ
ル
で
こ
の
村
上
市
を
次
の

世
代
に
、
ど
の
よ
う
に
地
域
を
つ
な
い
で

い
く
の
か
と
い
う
大
き
な
視
点
で
政
策
を

進
め
て
い
く
考
え
方
で
あ
る
。

問答
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６月に誘致開催されたスケートボード大会

村上市の明るい未来に期待

市民のための市政運営を

上村正朗

山田　勉

ス
ケ
パ
ー
の
赤
字
解
消
策
は

	

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
赤
字
を

解
消
す
る
た
め
の
対
策
は
。

	

こ
れ
ま
で
、
有
料
広
告
の
募
集
や
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
募
集
、
大

会
・
合
宿
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
民
間
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
寄
附
見
込
企
業
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
寄
附
獲
得
を
推
進
し
、

さ
ら
な
る
歳
入
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

	

あ
か
ま
つ
荘
の
利
用
者
か
ら
、
送
迎

条
件
の
緩
和
、通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
導
入
、荒

川
い
こ
い
の
家
の
よ
う
に
お
風
呂
を
き
れ

い
に
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
。

問答問

	

５
人
以
上
の
利
用
が
基
本
と
な
る
が
、

個
人
で
も
団
体
送
迎
の
ル
ー
ト
上
で
乗
り

合
わ
せ
が
可
能
な
場
合
は
、
送
迎
可
能
で

あ
り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は
、
機
器
本

体
お
よ
び
通
信
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と

な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
り
、
早
急
に

機
器
を
入
れ
替
え
る
予
定
は
な
い
。

　

浴
場
の
清
掃
は
、基
準
に
の
っ
と
り
、毎

日
、
浴
場
の
利
用
終
了
後
に
、
お
湯
を
抜

き
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
荒
川
い
こ
い
の

家
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い
た
。

	

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ら
か
わ
総
合
運

動
公
園
に
福
祉
増
進
施
設
整
備
の
考
え
は
。

	

現
時
点
で
福
祉
増
進
関
連
の
温
泉
施

設
は
想
定
し
て
い
な
い
。
今
あ
る
資
源
を

有
効
活
用
し
、
利
便
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

旧
香
藝
の
郷
の
利
活
用
方
法
は
、
い

つ
公
表
さ
れ
る
の
か
。

	

５
年
度
中
に
具
体
的
な
計
画
を
示
す
。

答問答問答

	

市
長
選
挙
結
果
の
受
け
止

め
と
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

考
え
は
。

	

市
民
の
信
任
を
受
け
て
再

選
し
、
改
め
て
職
責
の
重
さ
を

痛
感
し
て
い
る
。
一
人
一
人
が

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
市
政
運
営

に
努
め
た
い
。

	

村
上
駅
周
辺
大
規
模
跡
地

の
利
活
用
策
は
。

	

国
の
合
同
庁
舎
と
統
合
保

育
園
、
市
民
や
本
市
を
訪
れ
た

皆
さ
ま
が
交
流
で
き
る
複
合
施

設
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

	

現
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
旧
香
藝
の
郷
の
利
活
用
策

は
。

	

現
況
調
査
に
お
け
る
改
修

概
算
経
費
や
モ
ニ
タ
ー
検
証
事

業
で
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、

施
設
お
よ
び
跡
地
の
利
活
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

	

本
市
の
介
護
保
険
制
度
の

問答問答問答問

課
題
は
。

	

介
護
人
材
の
確
保
を
重
要
課
題
と
位

置
付
け
て
、
第
３
次
村
上
市
総
合
計
画
お

よ
び
今
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

	

介
護
保
険
給
付
等
準
備
基
金
を
活
用

し
て
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

べ
き
で
は
。

	

現
在
の
物
価
高
騰
等
に
よ
る
市
民
の

生
活
状
況
を
考
慮
し
、
介
護
保
険
料
の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
基
金
を
活
用
し
、
市

民
負
担
に
配
慮
し
た
い
。

	

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
方
針
は
。

	
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
職
員
研
修

を
実
施
し
て
、
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
く
。
小
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
情

報
活
用
能
力
を
育
む
教
育
活
動
や
教
師
の

研
修
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答問答問答
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問高速のりあいタクシー

富樫雅男

公
共
交
通
の
利
便
性
改
善
へ

長谷川孝

未来創造事業への思いは

	

市
長
選
挙
で
は
災
害
復
興

を
最
優
先
公
約
と
捉
え
、
第
３

次
村
上
市
総
合
計
画
に
沿
っ
た

市
政
運
営
に
取
り
組
む
と
聞
い

て
い
る
が
、
３
期
目
に
取
り
組

む
未
来
創
造
事
業
と
し
て
、
村

上
駅
周
辺
整
備
事
業
、
道
の
駅

朝
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
事
業
、

村
上
市
お
よ
び
胎
内
市
沖
洋
上

風
力
発
電
事
業
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
は
本
市
の
未
来
に

向
け
た
特
に
重
要
な
事
業
で
あ

る
が
、
取
り
組
み
に
当
た
っ
て

の
思
い
は
。

	

市
長
と
し
て
２
期
８
年
間
、

本
市
の
発
展
、
市
民
の
幸
せ
の

た
め
に
、
子
育
て
、
医
療
、
福

祉
、
産
業
、
教
育
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
各
方
面
で
幅
広
く
取

り
組
ん
で
き
た
。
第
３
次
村
上

市
総
合
計
画
が
２
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
成
し
遂
げ
、
確
実
に
将
来

問答

へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
る
。
中
で
も
、
昨
年
８
月
３
日

か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
の
復
旧
復

興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
最
優
先
事
項
と

し
て
、
国
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
に
全

力
を
注
い
で
い
く
。
な
お
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
道
の
駅
朝
日
拡
充
事
業
な

ど
は
、
現
在
着
々
と
進
行
し
て
お
り
、
経

済
活
動
を
は
じ
め
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
、

交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
本
市
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
日
々
刻
々

と
変
化
し
て
い
く
中
で
、
適
期
を
逃
す
こ

と
な
く
、
一
人
一
人
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
本
市
が
持
続
可

能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
市
民
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

	
新
発
田
市
内
の
病
院
に
通
う
市
民
の

方
か
ら
、
高
速
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行
要
望
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
県
立

新
発
田
病
院
に
お
願
い
し
て
、
通
院
し
て

い
る
村
上
市
内
在
住
の
方
の
人
数
を
集
計

し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
通
院
し

て
い
る
方
は
、
昨
年
度
２
万
１
千
人
と
非

常
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
新
発
田
市

内
の
病
院
へ
の
運
行
に
つ
い
て
市
長
の
考

え
は
。

	

現
在
は
新
潟
市
内
の
医
療
機
関
へ
の

通
院
を
目
的
と
し
て
運
行
し
て
い
る
が
、

本
年
４
月
に
実
施
し
た
の
り
あ
い
タ
ク
シ

ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
新
発

問答

田
病
院
等
に
行
き
た
い
と
の
ご
要
望
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
経

由
地
に
追
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
関
係
事
業
者
と
の
調
整
や
運
輸
局

の
許
可
に
加
え
、
両
市
の
法
定
協
議
会
の

承
認
も
必
要
と
な
る
。

	

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
に
関
し
て
市
民

の
方
か
ら
、
バ
ス
停
の
増
設
、
き
め
細
か

な
ル
ー
ト
設
定
、
村
上
総
合
病
院
裏
へ
の

バ
ス
停
設
置
お
よ
び
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
へ
の
ル
ー
ト
追
加
な
ど
の
要
望
が
あ

っ
た
。
市
民
の
要
望
を
吸
い
上
げ
て
改
善

策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

	

現
在
、
村
上
、
神
林
、
朝
日
地
域
の

バ
ス
と
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
全

体
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
よ
り
一
層
、
利
便
性
の
高
い
ま

ち
な
か
循
環
バ
ス
の
運
行
に
務
め
た
い
。

問答

未来創造事業の一つ道の駅朝日拡充事業
（令和９年リニューアルオープン）

8
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一
　
般
　
質
　
問

インクルーシブ教育の推進を

固定資産税納税通知書に同封し、制度周知を図る

稲葉久美子

耐震診断・改修制度の周知を

鈴木一之

共
生
社
会
に
向
け
て

	

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
※
）
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
進
め
て
い
く
の

か
。

	

特
別
支
援
教
育
は
、
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
理
念
を
構
築
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
う
で

な
い
子
ど
も
が
可
能
な
限
り
同
じ
場
で
共

に
学
ぶ
こ
と
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
自
立
と
社
会
参
加

を
見
据
え
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
条
件
整
備
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
も
、
特
別
支

問答

援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
週
の
授
業
時
数
の

半
分
以
上
を
目
安
と
し
て
、
特
別
支
援
学

級
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
一
人
一
人
の
障

が
い
の
状
態
や
特
性
お
よ
び
心
身
の
発
達

段
階
等
に
応
じ
た
授
業
を
行
う
よ
う
各
学

校
に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
の
学

級
に
在
籍
し
て
い
る
特
別
な
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
、
市
内
３
校
に

あ
る
通
級
指
導
教
室
の
運
用
を
柔
軟
に
進

め
、
指
導
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
各
校
に
は
保
護
者
や
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を
受
け
止
め
、

全
校
体
制
で
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
努

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

	

保
育
園
留
学
（
※
）
を
活
用
し
、
将

来
的
な
移
住
へ
と
つ
な
げ
る
考
え
は
。

	

子
育
て
世
代
の
関
係
人
口
を
増
や
し
、

将
来
的
な
移
住
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
の
有

効
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

問答

	

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
補
助
制
度
は
、
昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
を
対
象
と
し
て
、
耐
震
診

断
で
は
１
件
当
た
り
上
限
９
万

５
千
円
、
耐
震
改
修
で
は
１
件

当
た
り
上
限
65
万
円
を
補
助
す

る
制
度
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
る
か
。

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市

報
で
補
助
金
制
度
の
概
要
と
申

請
受
付
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
年
度
か
ら
は
、
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
に
同
封
す

る
お
知
ら
せ
に
、
耐
震
診
断
補

助
金
制
度
の
概
要
を
記
載
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

	

過
去
３
年
間
の
実
績
は
。

	

耐
震
診
断
が
９
件
、
耐
震

改
修
は
０
件
で
あ
る
。

	

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇

用
実
態
は
。

	

４
９
２
人
を
任
用
し
て
お

問答問答問答

り
、
内
訳
は
男
性
51
人
、
女
性
４
４
１
人

で
あ
る
。
単
年
度
任
用
だ
が
継
続
的
に
10

年
以
上
任
用
し
て
い
る
職
員
も
い
る
。
ま

た
、
保
育
士
や
看
護
師
な
ど
一
部
職
種
は
、

有
資
格
を
要
件
と
し
て
い
る
。

	

正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
格
差
が
「
や
り
が
い
」
を
無
く
す
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

	

給
与
は
地
方
公
務
員
法
に
お
い
て
規

定
さ
れ
て
お
り
、
職
務
の
複
雑
、
困
難
お

よ
び
責
任
の
度
合
い
に
基
づ
い
て
適
切
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
任
用
形
態
が

異
な
る
常
勤
の
一
般
職
員
と
会
計
年
度
任

用
職
員
間
に
お
け
る
差
を
「
賃
金
格
差
」

と
は
捉
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
報

酬
レ
ベ
ル
が
「
や
り
が
い
」
を
阻
害
す
る

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
は
な
い
。

問答

※インクルーシブ教育とは？　障がいの有無にかかわらず、全ての子どもを包含する教育。
※保育園留学とは？　１～２週間ほどの期間で、こどもが保育園に通いながら家族で好きな地域に滞在できる暮らし体験。9
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一
　
般
　
質
　
問

園芸について農業関係者が視察

朝日地域ほ場整備の課題は

	

長
津
地
区
の
進
捗
状
況
は
。

	

事
業
採
択
要
件
で
あ
る
農

地
中
間
管
理
権
の
設
定
は
、
一

筆
を
除
い
て
完
了
し
て
い
る
。

国
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
秋
口
に

は
土
地
改
良
法
上
の
法
手
続
き

に
入
る
。

	

舘
腰
地
区
の
課
題
は
。

	

第
１
地
区
は
、
本
年
度
よ

り
４
年
間
、
第
２
地
区
は
、
６

年
度
よ
り
４
年
間
、
県
営
調
査

計
画
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

第
３
お
よ
び
第
４
地
区
は
調
査

計
画
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
引
き
続
き
採
択
に
向

け
た
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

	

ほ
場
整
備
事
業
区
域
内
の

２
割
園
芸
は
、
農
業
者
の
負
担

が
大
き
い
と
思
う
が
。

	

県
通
知
に
よ
り
園
芸
導
入

拡
大
計
画
の
策
定
を
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
県
下
全
て
の
地
区

問答問答問答

で
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
園

芸
導
入
拡
大
計
画
に
基
づ
く
生
産
は
、
個

々
の
農
家
で
取
り
組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
か
ら
、
地
域
を
担
う
認
定
農
業

者
や
法
人
の
皆
さ
ま
に
園
芸
作
物
の
生
産

を
担
っ
て
い
た
だ
く
計
画
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
試
験
栽
培
の
状
況
や
市
場
動
向

等
を
踏
ま
え
、
栽
培
品
目
や
生
産
体
制
等

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。

	

村
上
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

	

村
上
駅
周
辺
大
規
模
跡
地
に
は
、
市

内
に
あ
る
国
行
政
施
設
を
集
約
し
た
合
同

庁
舎
、
統
合
保
育
園
お
よ
び
市
民
の
皆
さ

ま
な
ど
が
交
流
で
き
る
複
合
施
設
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
、
村

上
総
合
病
院
跡
地
等
を
一
体
的
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問答

鈴木いせ子

川村敏晴

二
線
堤
に
よ
る
環
境
変
化
は

	
二
線
堤
、
輪
中
堤
の
進
捗
状
況
は
。

	
二
線
堤
等
は
県
で
設
計
作
業
中
で
あ

り
、
設
計
作
業
終
了
後
に
地
元
へ
報
告
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
工
事
に

よ
っ
て
居
住
環
境
が
変
わ
る
こ
と
を
丁
寧

に
説
明
し
て
ほ
し
い
と
県
に
強
く
申
し
入

れ
て
い
る
。

	

坂
町
駅
前
周
辺
の
浸
水
対
策
は
。

	

今
年
度
か
ら
、
坂
町
駅
西
側
に
お
い

て
、
烏
川
１
の
２
号
雨
水
幹
線
の
実
施
設

計
を
進
め
て
お
り
、
雨
水
幹
線
を
整
備
し
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

	

災
害
発
生
時
に
、
よ
り
正
確
で
適
切

な
避
難
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

問答問答問

を
活
用
し
た
双
方
向
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が

必
要
と
考
え
る
か
。

	

昨
年
９
月
か
ら
公
式
ラ
イ
ン
を
開
設

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
情
報
発
信
・
収
集
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
災
害
発
生
時

に
は
市
民
の
方
か
ら
も
市
に
情
報
を
提
供

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
登
録
者
は
約
５
９
０
０
人
で
あ
る
。

	

特
定
空
家
の
軒
数
は
。
	

所
有
者
不
明
な
ど
で
適
正
に
管
理
さ

れ
ず
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
特
定
空
家
は
７
軒
で
あ
る
。

	

県
内
自
治
体
で
は
、
空
き
家
の
解
体

に
対
し
て
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
本
市
で
取
り
組
み
は
。

	

特
定
空
家
の
解
体
に
公
費
を
投
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
空
き
家

が
管
理
不
全
に
な
る
前
に
所
有
者
と
状
況

を
共
有
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答問答問答

村上市公式LINEアカウントを「友だち」に
追加してご活用ください（市のHPより）

10
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会　

派　

構　

成

　長きにわたり地方自治の発展と振興に貢献さ
れた功績が認められ、全国市議会議長会および
北信越市議会議長会から、三田敏秋議員が	特
別表彰（正副議長12年以上）、山田勉議員が	特
別表彰（議員在職25年以上）、鈴木いせ子議員
が一般表彰（同15年以上）を受賞しました。

永年勤続議員表彰受賞

議員辞職について
　令和５年６月16日、
川崎健二議員から議員
辞職願が提出され、同
日、議長がこれを許可
しました。これにより
川崎健二議員が所属し
ていた清流会は、会派
の要件を満たさなくな
りました。
　村上市議会議員の定
数は22人ですが、今回
の辞職により欠員が２
人となり、現在の議員
数は20人です。

とは、議会内に結成された、同一の理念を共有す
ることにより、同じ意見・政策などを持つ２人以
上の議員の集合体です。会派の構成に変更があり
ましたので、９月１日現在の会派結成状況をお知
らせします。

会 派

◎は会派代表者
＊は経理責任者

※	三田敏秋議員、渡辺昌議員、稲葉久美子議員、鈴木好彦議員、富樫雅男議員、
菅井晋一議員、上村正朗議員は会派に所属していません。

◎は委員長　　＊は副委員長

上記のように、会派構成が変更になったため、会派から委員を選出すること
となっている議会運営委員会、高速交通等対策特別委員会、議会改革調査�
特別委員会の委員も変更となりました。

議会運営委員会（８人）　議会を運営するための事項を協議します。
◎川村敏晴　　＊鈴木いせ子
　長谷川孝　　　河村幸雄　　　木村貞雄　　　本間善和　　　尾形修平　　　小杉武仁

高速交通等対策特別委員会（10人）　日本海沿岸東北自動車道の建設促進などを調査研究しています。
◎大滝国吉　　＊鈴木一之
　鈴木いせ子　　本間善和　　　髙田　晃　　　川村敏晴　　　山田　勉　　　小杉武仁
　佐藤重陽　　　長谷川孝

議会改革調査特別委員会（８人）　村上市議会が抱える課題等を調査し、議会改革について検討しています。
◎長谷川孝　　＊尾形修平
　鈴木一之　　　髙田　晃　　　河村幸雄　　　鈴木いせ子　　木村貞雄　　　本間善和

◎大滝国吉　　＊鈴木いせ子　河村幸雄鷲 ヶ 巣 会�（３人）

◎尾形修平　　＊小杉武仁　　鈴木一之高 志 会�（３人）

◎木村貞雄　　＊本間善和　　山田　勉市 声 ク ラ ブ�（３人）

◎長谷川孝　　＊佐藤重陽新 政 村 上�（２人）

令 和 新 風 会�（２人） ◎川村敏晴　　＊髙田　晃

鈴木いせ子議員 三田敏秋議員 山田　勉議員

11
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主　
　
な　
　
議　
　
題

議第77号　防災行政無線（同報系）設備更新工事の工事請負契約の締結

防災行政無線設備更新の契約

老朽化している防災行政無線の親局設備、中継局設備、屋外拡声子局設備等の更新
と、神林、朝日、山北地域の告知端末に代わる防災タブレットを整備します。
	 大変高額な契約だが、競争入札によらない１社随意契約とした理由は。
	 既存施設の設備を活用しながらの更新である。既存の設備と今回入れ替える設備は一体のもので連動

が必要となるが、各メーカーで無線電波が暗号化されており既存設備のメーカーでなければ連動でき
ない。製造されなくなった告知端末に変わる防災タブレットも同様である。現在の防災無線のメーカ
ーの機器設置や調達、動作確認などができる業者は市内になく、今回仮契約した１社のみが県内唯一
の代理店となっていることから、同社との随意契約による仮契約となった。

	 防災タブレットは8,000台で約５億8,000万円を見込んでいるが、買い取りか。
	 国の緊急防災減事業債の有利な起債による工事であり、防災タブレットはリースでなく買い取りで整
備する。

問
答

問
答

10月から電子申請システムの運用を開始するため、書面で行
うこととされている行政手続きをオンラインでも行うことがで
きるように条例を制定します。
	 オンラインでの電子申請手続きは、具体的にどのような業務が対象となる

のか。
	 住民票の交付申請や介護保険の手続きをはじめ、職員採用試験の受付など
も検討している。可能な限り電子申請ができるように進めたい。

	 今後のスケジュールは。
	 今年５月の調査で、全体で1,058の手続きのうち390項目についてオンライ
ンが可能であるとわかった。このうち、10月１日から50項目を開始し、今
年度末には100項目を目指して準備をしている。

問

答

問
答

　

令
和
５
年
村
上
市
議
会
７
月
定
例
会
は
、７
月
11
日

か
ら
28
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予

算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
37
件
、
議
会
側
提
案
の
請
願

３
件
と
議
員
発
議
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

7月定例会
議第74号　村上市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例制定

オンライン電子申請を拡大

契約金額 10億3,403万円

  

討討  

論論

既存施設の施工業者でなくても工事は可能と考えられるため随意契約でなく一
般競争入札とするべきである。防災タブレットの配布はスマートフォンを使用で
きない方を対象とするべきであり、８千台の購入は過大である。　（上村正朗）

反 対

神林、朝日、山北地域の告知端末機が老朽化しており、今回の工事は、設備の一
括更新ではなく、使用可能な設備を活用した部分更新であり、的確に情報を発す
るためには、既存のメーカーによる工事が適切と考える。　（鈴木いせ子）

賛 成

防災情報の伝達は非常に重要である。今回の工事は老朽化した機器を更新する
部分的な改修であることから、機器調達や動作確認などを行うことができる現在
の防災無線メーカーの県内唯一の代理店と契約すべきと考える。　（鈴木一之）

賛 成

≪採決の結果≫　本議案は賛成12、反対7の賛成多数により可決されました。
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主　
　
な　
　
議　
　
題

	 プレミアム商品券発行は以前にも実施したが、これまでと違いはあるのか。
	 市民生活への支援を主とするため、本庁地域経済振興課と各支所で直接商品券の発行業務を行う。

市報９月１日号に申込ハガキと取扱事業者一覧を掲載し、告知する予定である。

問
答

物価高騰に対する生活支援と市内経
済の活性化を図ります。

プレミアム商品券発行　物価高騰への生活支援へ
プレミアム商品券事業交付金 １億3,000万円

コンビニ交付件数の増加が見込まれるため、委託手数料を増額します。
	 各種証明書のコンビニ交付の状況は。
	 ひと月あたり100件と見込んでいたが、現状500件から600件前後となっている。
	 コンビニ交付が進み窓口での交付が減ることにより、今後、窓口の人員削減の見込みは。
	 窓口での交付の減少はコンビニ交付増加のほか、マイナンバーカード利用で申請手続きの添付書類

が減った影響もあり、今後の人員については状況を見ながら検討する。

問
答
問
答

証明書のコンビニ交付が増加 コンビニ交付委託手数料 100万円

災害からの復興を後押しするとともに、優れた音楽に触れる機会をつくります。
	 コンサートの内容は。
	 昨年９月のコンサートで好評を得た吉田正記念オーケストラに企画運営業務を委託し、12月24日に

クラシックのほか、なじみのある楽曲を演奏する。

問
答

災害復興応援コンサートを開催 演奏会事業委託料 645万円

令和５年度 一般会計補正予算

経営の維持を図るため、昨年度に
引き続き対象農家に補助金を交付
します。
	 補助金を交付する稲作、畑作、畜産の対象事業者数は。
	 稲作は1,277人で、営農計画書の提出数に近い数字となる。畑作は昨年の実

績を踏まえて140人を見込む。畜産関係は、肉用牛14件、乳牛２件、養豚５
件、養鶏４件で、合計25事業者を見込んでいる。

問
答

肥料・燃料等の価格高騰へ農業者を支援
稲作経営緊急支援事業補助金� 3,378万円
畑作農業者肥料高騰対策事業補助金� 287万円
飼料等価格高騰対策緊急支援金� 1,060万円
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議
案
の
審
議
結
果

議案の審議結果
議案番号 議　　案　　名 結果

請願第２号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書の採択を求める請願書

請願第３号 平和、いのち、くらしを壊す大軍拡、大増税に反対
する請願 ×

請願第４号 原告勝訴判決に従い直ちに生活保護基準を引上げ全
ての人に物価給付金の支給を求める請願 ×

議員発議
	第１号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書の提出について

議員発議	
第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について

議員発議
	第３号

村上市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定
について ×

議第53号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（伊藤えり子氏：再任）

議第54号 村上市農業委員会委員の任命について
（富樫あゆみ氏：新任）

議第55号 村上市農業委員会委員の任命について
（大野　章氏：再任）

議第56号 村上市農業委員会委員の任命について
（稲葉浩之氏：再任）

議第57号 村上市農業委員会委員の任命について
（佐藤裕介氏：再任）

議第58号 村上市農業委員会委員の任命について
（石山　章氏：再任）

議第59号 村上市農業委員会委員の任命について
（阿部正一氏：再任）

議第60号 村上市農業委員会委員の任命について
（髙橋大亮氏：新任）

議第61号 村上市農業委員会委員の任命について
（板垣栄一氏：再任）

議第62号 村上市農業委員会委員の任命について
（遠山和孝氏：新任）

議第63号 村上市農業委員会委員の任命について
（遠藤俊樹氏：再任）

議第64号 村上市農業委員会委員の任命について
（大倉　毅氏：再任）

議第65号 村上市農業委員会委員の任命について
（船山　寛氏：再任）

議案番号 議　　案　　名 結果

議第66号 村上市農業委員会委員の任命について
（島田幸男氏：新任）

議第67号 村上市農業委員会委員の任命について
（田村昭一氏：新任）

議第68号 村上市農業委員会委員の任命について
（佐藤健吉氏：再任）

議第69号 村上市農業委員会委員の任命について
（佐藤昌夫氏：再任）

議第70号 村上市農業委員会委員の任命について
（富樫与志栄氏：再任）

議第71号 村上市農業委員会委員の任命について
（菅原隆雄氏：再任）

議第72号 村上市農業委員会委員の任命について
（加藤孝平氏：再任）

議第73号 村上市農業委員会委員の任命について
（斎藤　博氏：再任）

議第74号 村上市情報通信技術を活用した行政の推進に関する
条例制定について

議第75号 村上市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正
する条例制定について

議第76号 村上市火災予防条例の一部を改正する条例制定に	
ついて

議第77号 防災行政無線（同報系）設備更新工事の工事請負契
約の締結について ○

議第78号 村上市消防本部庁舎高圧受変電設備及び非常用発動発
電設備更新整備工事の工事請負契約の締結について

議第79号 村上市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について

議第80号
村上市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定について

議第81号 市道路線の認定について

議第82号 令和５年度村上市一般会計補正予算（第３号）

議案番号

鷲ヶ巣会 高志会 市声クラブ 新政村上 令和新風会 賛否結果
◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝
国
吉

鈴
木
い
せ
子

河
村
幸
雄

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

鈴
木
一
之

木
村
貞
雄

本
間
善
和

山
田　

勉

長
谷
川
孝

佐
藤
重
陽

川
村
敏
晴

髙
田　

晃

三
田
敏
秋

渡
辺　

昌

稲
葉
久
美
子

鈴
木
好
彦

富
樫
雅
男

菅
井
晋
一

上
村
正
朗

※1
請願第３号 × × × × × × × ○ × × × × ○ － × ○ × × × ○ 4 15
請願第４号 × × × × × × × × × × × × × － × ○ × × × ○ 2 17

議員発議	第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × － × × × ○ × × 8 11
議第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ － ○ × × ○ × × 12 7

※１　議長は地方自治法第116条第２項の規定により表決に参加していません。

各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

＝全会一致で可決、承認、同意　　　○＝賛成多数で可決　　　×＝賛成少数で否決　

意　見　書
◎�30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

◎地方財政の充実・強化に関する意見書
　上記の意見書が本会議で可決され、関係行政庁に送付されました。
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議
案
の
審
議
結
果 陳情の審査結果

陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。
件　　　　　名 陳　　 情 　　者 所管委員会 審査結果

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対す
る陳情 河内明美 総 務 文 教

常任委員会
意見の一致を
見なかった

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）
の延期・見直しを求める陳情書

インボイス制度を考えるフリーラ
ンスの会
　阿部　伸

県外からの郵送による陳情
は、原則として委員会で審査
せず、全議員への配付にとど
める取り扱いとしています。

人事案件

請願の審議結果
請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

件　　　　　名 請　　 願 　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の採択を求める請願書

新潟県教職員組合村上市
岩船郡支部
　執行委員長　加藤　僚

川村敏晴 総 務 文 教
常任委員会 採　択

平和、いのち、くらしを壊す大軍拡、大増税に反対
する請願

むらかみ９条の会
　代表　瀬賀弘行 稲葉久美子 総 務 文 教

常任委員会 不採択

原告勝訴判決に従い直ちに生活保護基準を引上げ全
ての人に物価給付金の支給を求める請願

村上生活と健康を守る会
　会長　斎藤正直 上村正朗 市 民 厚 生

常任委員会 不採択

人権擁護委員の推薦に同意しました
（任期：令和６年４月１日～９年３月31日）

　�伊
い

藤
とう

えり子
こ

�氏
（荒川地域・再任）

人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定により、市長の推薦、議会の同意を経て
法務大臣から委嘱されます。
法務局と連携して、主に次の活動を行っています。
・人権相談を受け、問題解決のお手伝いをします。
・人権侵害による被害者を救済します。
・	地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行います。

農業委員会委員の任命に同意しました
（任期：令和５年８月１日～８年７月31日）

村上地域

荒川地域

富
と が し

樫あゆみ	氏　　大
お お の

野　章
あきら

	氏　　　稲
い な ば

葉浩
ひろゆき

之	氏　　　佐
さ と う

藤裕
ゆうすけ

介	氏

石
いしやま

山　章
あきら

	氏　　　阿
あ べ

部正
しょういち

一	氏　　　髙
たか

橋
はし

大
だいすけ

亮	氏

菅
すがはら

原隆
たか

雄
お

	氏　　　加
か と う

藤孝
こう

平
へい

	氏　　　斎
さいとう

藤　博
ひろし

	氏

船
ふなやま

山　寛
ひろし

	氏　　　島
し ま だ

田幸
さ ち お

男	氏　　　田
たむらしょういち

村昭一	氏　　　佐
さ と う

藤健
けん

吉
きち

	氏
佐
さ と う

藤昌
ま さ お

夫	氏　　　富
と が し

樫与
よ

志
し

栄
えい

	氏

板
いたがき

垣栄
えいいち

一	氏　　　遠
とおやま

山和
かずたか

孝	氏　　　遠
えんどう

藤俊
と し き

樹	氏　　　大
おおくら

倉　毅
たけし

	氏神林地域

山北地域

朝日地域
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８月23日㈬ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

９月６日㈬ 定例会初日（本会議）

８日㈮
一般質問（本会議）

11日㈪

13日㈬ 総務文教常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会総務文教分科会14日㈭

15日㈮ 市民厚生常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会市民厚生分科会19日㈫

20日㈬ 経済建設常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会経済建設分科会21日㈭

26日㈫ 一般会計予算決算常任委員会

28日㈭ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和５年
９月定例会のお知らせ（予定）

　全国市議会議長会は、全国815市・区の議会
議長により組織され、各市議会共通の諸課題に
対して、国と地方の協議の場や、政府・国会等
への要望活動などを通じて課題解決に向け取り
組んでいます。
　６月14日に、岸田内閣総理大臣をはじめ、多
数の来賓をお迎えし総会が開催されました。総
会では永年勤続議員表彰が行われ、正副議長12
年以上の部で当市議会の三田敏秋議長が表彰を
受け、表彰された1,939人を代表して謝辞を述
べました。

全国市議会議長会にて栄えある受賞

安心して暮らせる地域を目指して！

阿
あ

	部
べ

 久
く

	美
み

	子
こ

	さん　（塩谷)

集落支援員

■自己紹介をお願いします
　塩谷集落出身で、23歳の時に神奈川県からUタ
ーンして地元で美容師をしていました。平成23年
に “塩谷基地～しおやベース” を立ち上げ、地元の
良いところの情報発信や地域活性化の取り組みを
始めました。高齢化が進んでも安心して暮らせる
地域にするために自分が出来ることを考え、地域
の買い物支援も始めました。
　30年４月からは、砂山地域集落支援員として、
買い物支援のほかにも介護予防支援や防災士とし
て活動をしています。
■具体的な活動内容を教えてください
　塩谷集落にある拠点で、週２回（火・金）買い
物支援を行っています。塩谷以外の近隣集落から
もご利用いただき、世間話や困りごとを聞いて、
担当窓口への橋渡しをしています。また、各集落
の茶の間や地域の集会に参加して住民と行政間の

話し合いの促進に努めています。
　その他、月に１回、砂山地域の６集落全戸へお
たよりを配布し、旬な話題や集落点検で気付いた
こと等をテーマに、住民の方に身近に感じてもら
えるように、堅苦しい文章にならないように心が
けて作成しています。住民の方から感想を言って
もらえると、励みになります。
■今後の抱負は
　集落支援員として、現状集落で賄えているもの
も、近い将来問題になる前に、集落内の課題につ
いて話し合いを促進していきたいです。また、地
域行事等も関係人口創出の視点で地域を離れた方
にも情報が伝わるよう、おたよりやSNSで発信し、
地域活性化のお手伝いをしていきます。

市民へインタビューQ A
＆
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